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は じ め に

1.救急医療の現状

市民の皆さんの安心で健康な笑顔あふれる暮らしを支える「救急医療体制」の確保を図る

ためには、治療を行う医療体制を充実するだけでなく、利用される市民の皆さんに救急医療

の現状を知っていただくとともに、正しい理解と認識を持って救急医療を利用していただく

ことが必要です。

そこで、救急医療を担う現場の医師の協力のもと、「救急医療の現状」や「ふだんから心掛け

ていただきたいこと」「急な病気やけがの対処方法」などを分かりやすくまとめた、この「救急

受診の手引き」を作成しました。

ぜひ、ご家族の皆さんでお読みいただき、理解を深めていただきますとともに、分かりやす

い場所に保管し、いざというときにご活用ください。

救急搬送された人のうち、約半数が軽症の患者です

救急車で医療機関に搬送された人のうち、約半数が入院を必要としない軽症の患者と

なっています。このままでは、緊急性があり本当に救急車を必要とする人への適切な救命処

置などが遅れ、救える命が救えなくなる恐れがあります。

安易な救急受診により、勤務医の負担は大きくなり勤務医不足

を招く、さらには医師の負担が大きくなるなどの悪循環が生じて

います。

救急医療の現場では、このままでは救急医療を支えきれないと

の声も聞かれます。

安易な救急受診は、医療現場の負担に

安易な

時間外受診

の増加

過酷な労働

勤務医が減る

疲労こんぱい

残った医師への

負担増加

悪循環

医療崩壊

救急患者
受入れ不可能

1

救
急
医
療
の
現
状

こ
の
ま
ま
で
は…


